
     平成２９年度 

福島県言語聴覚士会 研究発表会 次第・抄録集 

日時：    平成３０年３月１８日（日）  

時間：    ９：３０～１２：００    

会場：総合南東北病院 ＮＡＢＥホール   

１．開会のあいさつ  

 

２．演題発表  

口演Ⅰ．                 座長： 大平 裕太郎 

（（株）言語ビズ ことの木リハビリステーションうちごう） 

発表順 演者 所属 演題 

1 岡崎 信世 かしま病院 
食べる環境設定のアプローチを行った結果、 

自力摂取可能となった 1 症例 

2 渡邉 正太 かしま病院 
誤嚥性肺炎後のリハビリテーションについて 

～家族指導や自主訓練を中心に～ 

3 大野 真稔 あづま脳神経外科 言語聴覚士の専門性を活かした経口摂取支援の検証 

 

口演Ⅱ．                   座長： 櫻井 亘（介護老人保健施設りんどう） 

発表順 演者 所属 演題 

１ 黒澤 大樹 太田西ノ内病院 
吃頻度は低いものの不安・恐れが強い成人吃音の 1 例 

−年表方式のメンタルリハーサル法の訓練経過− 

２ 齋藤 貴美子 芦ノ牧温泉病院 
脳幹出血による locked-in syndrome 症例への 

長期的コミュニケーション支援 

３ 上遠野 正幸 
星総合病院 

県士会 災害リハ委員 
いわき視察報告 

 

３．地域包括ケア委員より 

 

４．総評  

 

５．閉会のあいさつ  

 

 

 

 

 

 


